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01 会社概要
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コーポレートメッセージ・企業理念

私たちは、人々が「安心して働ける環境」と

企業の「活力ある個と組織」をみなさまと共に創り出します

MISSION



5© Advantage Risk Management Co.,Ltd.

企業の従業員が心身ともに元気で、一人ひとりが自分の能力を最大限発揮できるとき、

企業の生産性も大幅に向上し、企業も活性化すると考えている

当社の事業を通じて目指すこと

企業価値の向上

精神

社会身体

従業員の

ウェルビーイング

個と組織に

成果をもたらす

・健康度の向上

・良好な人間関係

・創造性の促進

・エンゲージメント向上

・高い生産性/自発性の向上

・離職率の低下

・ポジティブな感情

・仕事/会社への高い満足度

・良好なメンタル/フィジカル

・安心して働ける環境

ウェルビーイングな状態*

期待できる成果一例

*身体的、精神的、社会的に満たされた状態のこと
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日本初のGLTDの代理店として創業後、段階的な事業領域の拡大・事業成長を実現

FY2011以降は12期連続で増収

沿革－1995年の創業から30周年

前・中期経営計画期間

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

FY2011以降、12期連続増収

※棒グラフは売上高の推移

GLTDの代理店として
創業（国内初）

ストレスチェックを取り入れた
EAPサービス提供開始（国内初）

エンゲージメント向上支援開始

フィジカルヘルスも含めた総合的健康経営支援開始

休職者・復職者の支援サービスを拡大・リニューアル

ウェルビーイング DXプラットフォーム構想発表

▲
10周年

▲
20周年

2024

メドピアの子会社 2社を買収
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事業セグメント

３つの事業・5つのセグメントを展開

リスク

ファイナンシング事業

リスク

ファイナンシング事業
個人を対象にがん保険をはじめとする各種保険を販売

メンタリティ

マネジメント事業

健康経営事業

メンタリティ

マネジメント事業

メンタル不調者の予防や発生対応からエンゲージメント向上、

人材採用・育成支援などポジティブサイドまでを

総合的にカバーするプログラムを提供

企業の健康経営をサポートする産業保健体制の構築や、

健康診断業務に関わる支援サービスを提供

LTD事業

両立支援事業

就業障がい者

支援事業

長期間働けなくなった従業員に給与の一定割合を補償する保険

「GLTD」の販売、制度構築、および運用支援

休業者の管理業務支援、および休業者が安心して復職し

仕事と両立できる環境づくりを含めた総合プログラムを提供
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02 全社業績
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全社業績 | サマリー

売上高 YoY+18.5%

• 各事業とも堅調に推移し概ね計画どおり

• 吸収分割により承継したMediplatおよび

フィッツプラスの業績が当第3四半期連結

会計期間から寄与

営業利益  YoY+114.2%

• 事業成長と固定費の増加抑制で収益性改善

純利益は178百万円

• 第2四半期にて連結子会社Resily社に対す

るのれんおよび同社事業の固定資産につい

て減損損失  234百万円を計上

• なお、第4四半期においてResily社との合

併に伴う同社の繰越欠損金承継により、法

人税等の負担が267百万円減少する見込み

※  E B I T D A = 営 業 利 益 + 減 価 償 却 費 ＋ の れ ん 償 却 費

(百万円)

FY2023 FY2024 YoY

Q3 Q3 増減率

売上高 5,000  5,923 + 18.5%  

EBITDA 772  1,208 + 56.5%  

営業利益 283  606 + 114.2%  

（利益率） 5.7%   10.2% + 4.6pt

経常利益 295 611 + 107.1%  

（利益率） 5.9%   10.3% + 4.4pt

親会社株主に帰属する
当期純利益

195  178 △ 8.7% 

（利益率） 3.9%   3.0% △ 0.9ptFY2023
Q3

FY2024
Q3

YoY
増減率

親会社株主に帰属する
当期純利益

195 445 +128.3%

（合併による税効果を第３四半期に折り込んだ場合）
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全社業績 | 売上高推移（第3四半期累計-YoY）

ストック型収益 YoY+24.9%

• 新規顧客の獲得は堅調

• 新規子会社Mediplatおよびフィッツプ

ラスの業績寄与

保険手数料増収 YoY +3.9%

• LTD事業は堅調に推移

フロー型収益 YoY +14.8% 

• メンタリティマネジメント事業のソ

リューション売上が好調に推移

+24.9%

+3.9%

+14.8%

YoY

+18.5%
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全社業績 | 事業別の売上高・営業利益推移（第3四半期累計-YoY ）

営業利益
• 事業成長と固定費の増加抑制により収益性改善

（百万円）

FY20～でもいいかも

2,595 2,615 2,780 2,979 
3,233 

344 491 
623 

749 

1,315 

722 
722 

798 

868 

922 

45 
54 

118 

183 

244 

239 
234 

229 

219 

207 

3,947 
4,117 

4,549 

5,000 

5,923 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

FY20 Q3 FY21 Q3 FY22 Q3 FY23 Q3 FY24 Q3

メンタリティマネジメント事業 

健康経営事業

LTD事業 

両立支援事業

リスクファイナンシング事業 

（百万円）

609
433 423 403

656

△ 1

31 16 15

84229

176 200 256

283

△ 136 △ 191
△ 106 △ 40 △ 18

187

178 178 161

142

△ 423
△ 493

△ 515
△ 513 △ 542

△ 700
△ 650
△ 600
△ 550
△ 500
△ 450
△ 400
△ 350
△ 300
△ 250
△ 200
△ 150
△ 100
△ 50

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450
500
550
600
650
700
750
800
850
900
950

1,000
1,050
1,100
1,150
1,200
1,250
1,300

FY20 Q3 FY21 Q3 FY22 Q3 FY23 Q3 FY24 Q3

メンタリティマネジメント事業 
健康経営事業
LTD事業 
両立支援事業
リスクファイナンシング事業 

（百万円）

463

134
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606

+8.5%

+75.4%

+6.2%

+33.6%

△5.3%

売上高
• 主要事業は増収を継続し概ね計画どおり

• 新規子会社Mediplatおよびフィッツプラスの業績は

健康経営事業に寄与
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全社業績 | コスト推移（第3四半期累計-YoY ）

コスト増加率は減少
引き続き収益性改善へ注力

人件費  +206百万円

• 子会社の増加、報酬制度見直しによ

る賃金アップにより増加

システム関連費用  +82百万円

• 子会社の増加影響 53百万円

ソフトウェア償却費  +82百万円

• これまでの投資により償却費が増加も

ピーク時に比べて投資額は減少

マーケティング費用  +4百万円

• 販促費の効率化によりほぼ横ばい

健康経営事業における変動費(原価)

+173百万円

• 子会社の増加影響 161百万円

※  健 康 経 営 事 業 に お け る 変 動 費 ( 原 価 ) は 、 産 業 医 ・ 保 健 師 へ の 業 務 委 託 費 用 お よ び
 健 診 管 理 サ ー ビ ス の シ ス テ ム 提 供 会 社 へ の 業 務 委 託 費 用 。
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全社業績 | 資本政策

• 株主還元の充実ならびに資本効率の向上を目的に実施した自己株式取得は2024

年12月30日にて取得を完了し、2025年１月31日にて全株を消却
株主還元

取得した株式の総数 1,000,000株

取得価額の総額 564百万円

取得し得る株式の総数 上限 1,000,000株（発行済株式総数(自己株式を除く)に対する割合 5.88%）

株式の取得価額の総額 上限 600百万円

取得期間 2024年5月20日～2024年12月30日

1. 2024年5月17日開催の取締役会における自己株式の取得に関する決議内容

2. 上記取締役会決議に基づき取得した自己株式の累計（2024年12月30日）

3. 自己株式の消却

消却した株式の総数 1,000,000株（消却前の発行済株式総数に対する割合 5.79%）

消却後の発行済株式数 16,280,200株

消却実施日 2025年1月31日
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03 事業別の状況
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事業別の状況 ｜ サマリー 

メンタリティ

マネジメント事業

〇

〇

ソリューション販売が好調。「アドバンテッジ タフネス」の価格改定による既存売上拡大などス

トック収益も堅調に推移。各サービスの新規契約獲得は計画にやや遅れも「アドバンテッジ ウェル

ビーイング DXP」を基軸とした総合販売を継続推進。

コスト増加は計画比で抑制。収益性の改善進む

健康経営事業

〇

△
Mediplat社およびフィッツプラスの社の業績寄与で大幅増収。アドバンテッジの既存サービスは計

画に遅れも、企業の健康経営ニーズに伴う市場拡大で当社の売上も伸長

事業拡大に伴う人件費増加など先行投資も子会社業績の押上げもあり増益

LTD事業

〇

〇 既存の拡大など概ね計画どおりで堅調

コストも計画対比で抑制により増益で収益性の改善進む

両立支援事業

〇

△
ストック収益は順調に伸長。導入時期が後ろ倒しとなる案件もあり計画に対して進捗に一部遅れも
見られるが、新規契約獲得は順調に推移し増収

黒字化に向け、収益性の改善は着実に進捗

リスク

ファイナンシング事業
〇 概ね計画通りに進捗

主な状況Q3 計画比事業
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事業別の状況 ｜ メンタリティマネジメント事業

売上高は堅調に推移 YoY+8.5%

• ストック収益は着実に増加し、増収を継続。 計画どおりの進捗

• セグメント利益は、システム投資による償却費負担の増加はあるものの、固定費の増加抑制により収益性の改善が進む

セグメント利益率
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事業別の状況 ｜ メンタリティマネジメント事業（ストック収益の推移）

YoY +5.4% ストック収益の積上げは順調

• 「アドバンテッジ タフネス」の価格改定が寄与

• ストレスチェックの切替やエンゲージメントニーズを捉え、新規顧客の獲得も堅調
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事業別の状況 ｜ メンタリティマネジメント事業（ソリューション売上の四半期別推移）

Q3 YoY +42.3% ソリューション売上好調

• 研修・コンサルティングは、企業の組織活性化ニーズの高まりを受け組織開発コンサルティングサービスの売上などが伸長

• 「アドバンテッジ インサイト」は価格改定前の駆け込み需要でYoY大幅増加

28 
47 46 52 55 60 65 

107 107 115 
129 137 140 148 

191 

112 113 
131 

160 

9 

26 30 
29 24 

30 27 

53 
37 

40 

45 36 
47 35 

51 

45 48 

40 

46 

76 

87 
93 77 83 

48 50 

51 

52 
54 

40 46 

53 60 

104 

95 
107 

104 

101 

114

159
170

158 162

138 142

211

196
209 214 219

240 243

346

252

269
276

307

0

50

100

150

200

250

300

350

400

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY20 FY21 FY22 FY23 FY24

採用適性検査（アドバンテッジ インサイト）

EQ関連（検査・研修）

研修・コンサルティング

（百万円）

Q1 Q2 Q3 Q4

YoY

+2.6%

+6.7%

△18.4%

+7.9%

YoY

+6.9%

YoY

+42.3%

+8.0%

+8.4%

+3.3%

+28.9%

+45.4%

+73.6%



19© Advantage Risk Management Co.,Ltd.

効果検証まで伴走する「サーベイ付き研修プログラム」の本格展開を開始

研修の評価レベルで最も重要な「行動変容」をチェック。受講後の変化を可視化し、受講者の動機付けを加速

従業員教育における課題

• 従業員教育の一環として研修を実施するケースが多々ある
なかで、一つの課題として挙がるのが「効果検証」

• 事後アンケートで満足度を測るケースは多いものの、受講
者の「ためになった」「興味深い内容だった」といった研
修内容への評価が、本来の目的である受講者の変化をもた
らすとは限らない状況

サーベイ付き研修プログラムの狙い

• 研修の本質的な課題を解決すべく、“行動変容”の実現を
テーマに、その変化を数値化・定量化できるサーベイを
セットにしたプログラムを提供

① メイン研修の前後にサーベイを用いて受講者の状態
を測定

② 初回の研修で立案した行動計画について、2週間に1
回の頻度でサーベイによる進捗を確認

③ 自身の変化を自ら実感しながら軌道修正を行う「セ
ルフコーチング」効果でさらに動機付け

• 「アドバンテッジ pdCa(ピディカ)」をサーベイとして活用
し、計画・振り返りのサイクルを提供することで、行動変
容を実現
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健康経営支援コンサルティングを受けた全企業が「健康経営優良法人2024」の認定取得

当社が提供する「アドバンテッジ健康経営支援サービス」の導入企業すべてが「健康経営優良法人2024 」に認定

アドバンテッジ健康経営支援サービスについて

• 健康経営度調査の作成支援や、企業の取り組みにおける推
進体系・プロセス評価、健康課題対策の戦略支援を行うコ
ンサルティングサービス

• 「健康経営エキスパートアドバイザー」保有者のコンサル
タントが専門的知見のもと、支援を実施

評価いただいているポイント

• 導入企業の皆さまのコメントから、「専門的かつ客観的な
観点を提供していること」「パートナーとして伴走してい
ること」を評価いただいていると考えている

- 調査票だけではなく、戦略シートやWebサイトに至る
まで作成の支援をしてもらえた

- 健康経営度調査の速報では目標を超える偏差値だった
- 次年度に向けてしっかりと分析をすべく、対策の検討

に向けて引き続き協力をしてほしい

• 当社は心身の健康を基軸とした企業の健康経営に資する各
種サービスを提供しており、「健康経営銘柄2024」に選定
された企業53社のうち、約3割が当社サービスを導入
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SBSホールディングス グループ22社が「タフネス」「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を導入

当社の主力サービス「タフネス」「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を通じて、従業員のエンゲージメント向上を支援

当社サービス導入の目的

昨今の人的資本経営の流れを受けて「エンゲージメントの
実態を捉える」ことを目的として、当社の「アドバンテッ
ジ タフネス エンゲージメントプラス」及び「アドバンテッ
ジ ウェルビーイング DXP 」を導入。

評価いただいているポイント

① グループ全従業員の同じ基準によるエンゲージメント状
態の把握
• メンタルヘルスに加えて、人的資本経営で重視され

る「エンゲージメント」についても同じ基準で状態
を把握できること

② サーベイ一本化による業務効率化・コスト削減
• ストレスチェックとエンゲージメント測定の同時実

施によって、「人事担当者・管理職・従業員の負担
軽減」「コスト削減」につながること
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TIS社が当社のメンタルヘルスケアのサービスラインアップを導入

当社の複数サービス導入により、「グループ同一基準化」「支援の標準化」「人事業務の効率化」の実現を目指す

当社サービス導入の目的

TIS社及びグループ会社5社への複数サービス提供により、
従業員11,000人超を支援（企業により導入プランが異なる）

• 復職支援体制の強化を目的とした、当社のクラウド型復
職/両立支援システム「eRework」

• 個人のケアの観点で、ストレスチェックにカウンセリン
グサービスを付帯した「アドバンテッジ タフネス」

• 分析及びデータ活用の強化を目的とした「アドバンテッ
ジ ウェルビーイング DXP」

評価いただいているポイント

① 各拠点の復職プログラムの運用標準化の実現
• eReworkの導入により、どの従業員にとっても標準

化された復職プログラムの利用が可能となること

② メンタル状態把握・セルフケア提供の同一基準化
• 改善に向けた取り組みを進めるうえで、統一した基

準を採用することにより、グループ間の標準化を実
現できること
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ENEOS社が「タフネス」「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を導入

当社の主力サービス「タフネス」「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を通じて、健康経営推進の強化を支援

当社サービス導入の目的

健康経営の推進にあたり「集団分析の幅を広げたい」「従
業員の健康情報を活かしたい」というENEOS社のニーズ実
現を目的として、当社「アドバンテッジ タフネス」と「ア
ドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を提供。

評価いただいているポイント

① レポート・ダッシュボードの見やすさ、報告に関する準
備工数削減など
• ストレスチェックに関する集団分析レポートが充実

していること
• 従業員にとって、コラム・eラーニングコンテンツ

が豊富で、活用しやすいものであること

② 健康経営におけるスピーディなPDCAサイクルの実現
• 「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」の活用

により、一元管理された各種情報*のクロス分析を
スピーディに行えること
*ストレスチェックデータ、健康診断、勤怠情報等
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オリンパス社が「アドバンテッジ タフネス」を導入

ストレスチェックの結果活用を促進させるために、グループ企業を含む従業員1.1万人を対象にタフネスを導入

当社サービス導入の目的

2008年以降、産業保健体制、健康管理運営の標準化や健康
管理システムの構築・整備を進めており、その一環で「ス
トレスチェックの結果をより活用していきたい」「事務局
側の管理工数を削減したい」という思いのもと、当社の
「アドバンテッジ タフネス」を導入。

評価いただいているポイント

① 従業員が自身の結果を把握し、振り返ることができる
フィードバック画面と充実したコンテンツ
• 12種類のテーマ別eラーニング「ゼミナール」機能

が、従業員の自律性を高めセルフケアを推進できる

② 他社比較も可能な集団分析機能
• 他社との相対比較ができ、数値比較することで自社

の現在地を確認することができる
• ビッグデータによる「アドバンテッジ タフネス白

書」によって自社の相対的ポジションを把握できる

③ 外国籍の従業員にも対応できる英語版の調査票
• 外国籍従業員もまとめて調査することが可能となり、

事務局の業務効率化に繋がる
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カオナビ社と販売代理店契約を締結

カオナビ社と戦略的パートナーシップを構築し、相互の強みを活かした営業活動を推進する

業務提携の狙い

• 両社はアプローチが異なるものの“企業の生産性向上”を
めざす方向性が同じであることから、両社の相乗効果を
期待し、包括的な支援体制の構築に向けた提携が実現

• 本提携は両社顧客に対するサービスの相互紹介及び販売
を目的とするものであり、双方の顧客基盤を活かした営
業連携が可能となる

カオナビ社について

• タレントマネジメントシステムのリーディングカンパ
ニーとして、「“はたらく”にテクノロジーを実装し、個
の力から社会の仕様を変える」というパーパスの下、テ
クノロジーによって一人ひとりの個性やスキルを理解す
ることで、キャリアの自律や多様な働き方ができる社会
を目指している

• タレントマネジメントシステム「カオナビ」をはじめ、
労務管理システム「ロウムメイト」や予実管理システム
「ヨジツティクス」を提供し、企業や団体の経営戦略・
人材戦略の実現に貢献
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事業別の状況 ｜健康経営事業

売上高は堅調に推移 前年同期比+75.4%

• Mediplat社およびフィッツプラス社の業績が当第3四半期期間より寄与し、売上・利益ともに大きく伸長

• アドバンテッジリスクマネジメントの既存サービスも堅調に推移も計画に比べるとやや遅れも

売上高・成長率(YoY) セグメント利益 セグメント利益率
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事業別の状況 ｜健康経営事業 四半期売上高推移

• Mediplat社のクラウド型健康管理サービス「first call」およびフィッツプラス社の特定保健指導サービスの業績が当第３四

半期連結会計期間より健康経営事業のそれぞれの事業領域で売上拡大に寄与

産業医・保健師サービスの売上高 健診管理サービスの売上高 特定保健指導/その他ソリューションの売上高
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健康経営事業 エヌ・エイ・シー・ケア社と業務提携契約を締結

相互協力のもと、両社のノウハウを活かしたサービス開発や営業連携を推進

業務提携の狙い

双方の強みを活かした心身の健康の維持・増進に資する新
サービスの開発や、双方の顧客基盤を活用した営業連携を
推進することにより、両社の事業拡大を目指す。

① 両社の知見・ノウハウを活かした新サービスの開発
② 両社顧客に対するサービスの相互紹介及び販売連携
③ システム間のID 連携等の推進

エヌ・エイ・シー・ケア社について

• ヘルスケア分野においてIT の活用をベースとしたソ
リューションやサービスを提供する「ヘルスケア事業」
を展開し、以下のシステム・ツールを提供
- 企業向け健康管理システム「Be Health」
- 健診データ変換ツール「Unifier（ユニファイヤ）」

• 国が「データヘルス計画」を推進する以前から、健診結
果データの分析及び有効活用に着目したサービスを展開
しており、自治体や各種保険者などで実績を積んでいる
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健康経営事業 会社分割による事業承継 － 本件の概要など

本件を通じて「規模の経済」と「当社と2社の異なる強みの融合」による差別化の強化を実現させ、
産業保健支援事業と特定保健指導事業におけるトップシェアの獲得を目指す

会社分割のイメージ（吸収分割効力発生日以降） 会社分割の要旨

本件の概要
.

メドピア株式会社の連結子会社2社の全事業について、当社が新
たに設立した完全子会社2社に会社分割（吸収分割）により承継
- 株式会社Mediplat：産業保健支援事業
- 株式会社フィッツプラス：特定保健指導事業

吸収分割効力発生日
.

- 2024年9月30日

承継に至った背景

- 当社は、心の領域であるストレスやエンゲージメントの分野
では業界をリードするポジションを獲得している

- 一方で、体の領域に関しては高成長を実現しているものの、
事業拡大の余地が大きい状態

本件の狙い・目的

- 産業保健支援事業・特定保健指導事業における当社のポジ
ションを飛躍的に高める

- 当社と2社が持つ異なる強みを融合することで、他社との差別
化をさらに図る
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健康経営事業 会社分割による事業承継 － シナジー

当社が考える本件のシナジーは主には以下のような内容を想定、
Mediplat社・フィッツプラス社の当社グループ入りによって双方の事業拡大及び収益性向上を図る機会とする

１．スケールメリットを活かした戦略的投資やコスト最適化による収益最大化

- 各既存事業の規模拡大に伴うCF増加により、積極的な戦略投資が可能となることによる競争力の向上

- Mediplat社・フィッツプラス社が自社開発したシステムの活用による外部サービス利用料の削減や業務効率化

に加えて、企画・管理など重複機能に関する共有共通化を通じた効率化による収益最大化

２．強みを活用した相互補完による売上最大化

- 産業保健事業：当社顧客への産業保健サービスの付帯率向上、産業医・保健師の人材リソースの拡大による中

小企業・地方企業へのアプローチなど

- 特定保健指導事業：当社の認知行動療法に基づくプログラムとフィッツプラスの栄養士による指導を融合させ

ることによる差別化や、フィッツプラスの健保顧客基盤を生かした販路拡大など

３．新たなサービス開発

- 医師相談とカウンセリングのセット販売・サービス融合の検討

- 当社DXPへの共通認証・個人画面での進捗確認及び特定保健指導データの搭載による従業員向けヘルスケア・

ポータルサービスの促進

- ミドル向け低単価パッケージ商材開発によるミドルマーケットの共同開拓
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産業保健領域に特化した成果報酬型の求人サイト「さんぽJOB」開設

実務経験者9割が会員の「さんぽLAB」との連携により、即戦力人材の採用をスピーディかつ低価格で実現

さんぽJOB開設の目的

• 産業保健の現場では自社に合った人材の確保・早期退職
が課題となっており、こうした課題を解決すべく「さん
ぽJOB」を開設

• 実務経験豊富な「さんぽLAB」会員の情報と連携し、企
業の産業保健体制の早期構築を低コストで支援

さんぽJOBの特徴

① 採用コスト削減
• 採用時の報酬は一律であり、かつ一般的な人材紹介

費用の約50％と低価格であること

② スピード採用
• さんぽLABとの連携により、求人掲載から応募、採

用までのリードタイムを短縮できること

③ 即戦力人材の確保
• さんぽLAB会員の90％以上が実務経験者であるため、

企業のニーズを満たす人材とのマッチングを期待で
きること
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事業別の状況 ｜ LTD事業

売上高は堅調に推移 前年同期比+6.2%

• 売上高は引き続き堅調に推移し、進捗は概ね計画どおり

• コスト増加抑制により収益性が改善し増益

売上高・成長率(YoY) セグメント利益・成長率(YoY) セグメント利益率
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事業別の状況 ｜ LTD事業（四半期別業績推移）

Q3 YoY +3.0%

• 新規契約の獲得は堅調

• 既存契約は顧客企業の賃上げによる効果もあり順調に拡大
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事業別の状況 ｜両立支援事業

売上高の拡大は順調 前年同期比+33.6%

• 導入時期が後ろ倒しとなる案件もあり計画に対して進捗に一部遅れも見られるが、新規契約獲得は順調に推移し増収

• 黒字化に向けて、収益性の改善は着実に進捗

売上高・成長率(YoY) セグメント利益 セグメント利益率
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事業別の状況 ｜ 両立支援事業（売上高の推移）

ストック収益は順調に積上げ

• 計画に比べて遅れはあるも新規契約の獲得は順調に推移
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※ 契約社数は「ADVANTAGE HARMONY(本体)」、「HARMONY lite」「eRework」「Career & Baby」単体の
契約社数を含みます。

※ 「HARMONY lite」は、「ADVANTAGE HARMONY」の機能を一部に限定したエントリーモデルとなります。
※ 「eRework」はオンラインで気軽に受けられる復職支援プログラム。
※ 「Career & Baby」は育児と仕事との両立をサポートするサービス。

売上高の四半期推移 契約社数
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事業別の状況 ｜リスクファイナンシング事業

売上高は減収で推移 前年比△5.3%

• 概ね計画どおり

• オペレーションコストは抑制しているものの、売上の減少に伴い減益

売上高・成長率(YoY) セグメント利益・成長率(YoY) セグメント利益率

239 234 229
219

207

+0.1% 
△2.1% △2.0% 

△4.5% △5.3% 

△ 50.0% 

△ 40.0% 

△ 30.0% 

△ 20.0% 
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0

50

100

150

200

250

300

350

FY20 Q3 FY21 Q3 FY22 Q3 FY23 Q3 FY24 Q3

成長率
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178 178
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△11.9% 
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△ 70.0% 
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利益
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04 ご参考
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事業環境 ｜ 私たちが向き合う課題

日本における社会課題を背景に、中堅・中小企業においても「働き方改革」「健康経営」の関心が高まり、

大手企業の取り組みは「ウェルビーイング経営」「人的資本経営」へと拡大

これらの取り組みを通じた企業の生産性向上も重要な検討テーマとなっている

少子高齢化に伴う生産年齢

人口の減少

育児や介護との両立、

テレワークの浸透など

働き方の多様化

高齢化を背景とした

医療費の増大（2025年問題）

1

2

3

働き方改革・健康経営の浸透

ウェルビーイング経営・

人的資本経営への関心の高まり

企業の生産性向上が改めて課題に

日本における社会課題
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事業環境 ｜ 私たちが向き合う課題 ― 健康経営

健康経営優良法人（大規模法人部門）申請数

493 573 
726 

1,239 

1,800 

2,328 
2,523 

2,869 

3,169 

3,520 

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

出所：経済産業省

（年度）

回答企業数は毎年増加。

初年度からの9年間で7倍以上に。

健康経営は「やっていて当たり前」の時代へ

従業員の健康意識が高まるだけでなく、社会的な評価を受けられることで様々なメリットにつながっている

企業にとってのメリット

人材が定着する

入社希望者が増える

取引が安定する

融資実行時の好材料に

社
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事業環境 ｜ 私たちが向き合う課題 ― 人的資本経営

全世界で人的資本の情報開示に向けた動きが加速し、

政府や投資家をはじめとするステークホルダーの関心が高まっている

世界で 日本で

人的資本情報開示のガイドライン「ISO30414」策定2018年 企業統治指針に人的資本の項目を追加2021年

企業の人的資本を評価する項目や開示範囲の基準を提示。

米国証券取引委員会(SEC)が上場企業に情報開示を義務付け。

SECが人的資本の情報開示を義務化2020年

EU、インドなど各国で開示指針策定の動き直近

2022年度、EUは人的資本含むESG情報開示ルールを策定。

インドでは時価総額上位1000社にESG情報の開示を義務化。

東証がコーポレートガバナンス・コード(企業統治指針)を改訂。

人的資本関連項目追加。

日本でも人的資本の情報開示指針が策定2022年

有価証券報告書での情報開示が義務付け2023年

8月30日に内閣官房が「人的資本可視化指針」を発表。

効果的な情報開示のための考え方と、具体的な準備・開示方法を紹介。

2023年3月期以降、下記項目の開示が義務に。

・人材育成方針（多様性の確保含む）

・社内環境整備方針

・女性管理職比率

・男性育休取得率

・男女間賃金差異
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事業環境 ｜ 直近のトピックス

「労働生産性の国際比較2023」が公表

日本における生産性向上は “喫緊の課題” 

（2023年12月）

「第六次環境基本計画」が閣議決定

ウェルビーイングが最上位の目的に掲げられた

（2024年5月）

出所：環境省「第六次環境基本計画」第2章公益財団法人 日本生産性本部「労働生産性の国際比較2023」をもとに作成

日本の時間当たり労働生産性は

OECD加盟 38カ国中 30位 と低迷。
目指すべき持続可能な社会の姿

環境保全とそれを通じた

「ウェルビーイング／高い生活の質」が実現できる

「循環共生型社会」の構築

と明記。

52.3

89.8
87.2

83.9

73.3 71.9

日本 アメリカ ドイツ フランス イギリス イタリア

単位：購買力平均換算USドル

日本
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各事業の内容
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総合サーベイ 結果活用支援

カウンセ

リング

医師面接

セルフ

チェック

e-learning

• サーベイを起点とした組織開発プログラム「アドバンテッジ タフネス」を中心に、総合的なメンタルヘルス対策を提供

• 法律で求められるストレスチェックにとどまらず、メンタルに関する独自指標やエンゲージメントの状態、プレゼンティーズム（生産

性評価指標）など、様々な指標をまとめて測定

• 測定後は、課題に応じたソリューション提供、その後の効果測定まで、個と組織の行動変容を一気通貫サポート

メンタリティマネジメント事業

サービス内容 ｜ メンタリティマネジメント事業

短サイクルの

パルスサーベイ＊

* 簡易的な調査を短期間に繰り返し実施する調査手法のこと

エンゲージ
メント

ハラスメント

離職防止

リーダー
シップ

メンタル
ヘルス

健康経営

研修

コンサルティング

EQ関連サービス

採用適性検査

効果測定 軌道修正課題把握 施策検討 実行
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• 健康診断業務の効率化をトータルサポートする「アドバンテッジ ヘルスケア」や、産業医・保健師紹介サービスを提供

メンタリティマネジメント事業

サービス内容 ｜ 健康経営事業

健診予約システム

窓口対応・調整の工数を大幅に削減。

Web上の

健診予約にも対応

約4,000件の

医療機関と提携

予約状況を把握可

受診勧奨も容易

健診結果管理システム

閲覧範囲設定
にも対応

結果をデータ化
集計・分析が容易に

約1ヶ月での

データ化対応

健診結果をデータ化して業務効率化。

アドバンテッジ ヘルスケア 産業医・保健師サービス

面談対応

復職支援

ストレス
チェック

健康診断

日々の業務

産業医の業務一例 保健師の業務一例

長時間労働者
メンタルヘルス対応

復職判定面接

チェック後の面接要否判定/

高ストレス者への面接指導

就業判定

健康相談・不調者の対応

衛生委員会参加
衛生講話

職場巡視

保健指導
特定保健指導

復職後のフォローアップ面談

メンタル不調者対応

事後措置面談
2次健診の受診勧奨

健康相談・不調者の対応

産業医との連携、
産業医面談の調整

健康セミナーの企画・立案

メンタルヘルス分野に長けた産業医/保健師を、
ニーズに合わせてご紹介。紹介後のフォローも手厚く。

業務委託契約登録

産業医・保健師 顧客
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• 主力商材「アドバンテッジ タフネス」は、ストレスチェック・エンゲージメントと、成長フェーズの異なるふたつの市場に参入

• ストレスチェック市場は法制化から約10年が経過。政府にて「ストレスチェック実施対象の拡大」「集団分析及び職場環境改善の義務

化」といった議論がされるようになり、市場規模がさらに拡大する可能性あり

メンタリティマネジメント事業

市場認識 ｜ メンタリティマネジメント事業

従業員エンゲージメント診断・サーベイクラウド市場規模推移***

0

50

100

150

2021 2022 2023見込 2024予 2025予 2026予 2027予

(億円) CAGR：18.7％

*総務省・経済産業省「令和3年経済センサス-活動調査結果」国内の事業所における従業者数
**株式会社富士経済「データヘルス計画・健康経営・PHR関連市場と先進健保動向2021」より
***矢野経済研究所調査結果に基づき当社推計

ストレスチェック市場

ポテンシャル 現状

2,500万人
50名以上の事業所
における従業員数*

当社シェア
約10%**

3,300万人
50名未満の事業所
における従業員数*

政府の動向次第で
対象者数が3,300万人増加

現在の市場規模に対する
当社シェア

市場拡大の可能性
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• 嘱託の産業医選任が必要な事業所は約17万事業所、専属の産業医の選任が必要な事業所は約1,800事業所ありマーケット規模が大きい

• 働き方改革の影響を受けて健康経営・従業員の健康増進に取り組む企業が増加し、加えて生産性向上に向けた組織活性化や企業ブラン

ディングの構築までサービス需要が拡大

メンタリティマネジメント事業

市場認識 ｜ 健康経営事業

産業医・保健師紹介サービス市場 健診・健康経営支援サービス市場規模推移**

0

500

1000

1500

2020 2021予 2022予 2023予 2024予 2025予 2026予

(億円) CAGR：7.4％

当社産業医・保健師サービス
導入事業所数

産業医選任義務がある
事業所数（50名～）*

約17万事業所

約450事業所

*厚生労働省「参考資料 現行の産業医制度の概要等」、総務省・経済産業省「令和3年経済センサス-活動調査結果」
**矢野経済研究所調査結果に基づき当社推計

ポテンシャル 現状
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就業障がい者支援事業

サービス内容｜ LTD事業

GLTD（団体長期障害所得補償保険）とは

• 従業員が病気やケガで長期間働けなくなった時や、仕事に制限が生じて所得が減少している時に、在職中から退職後（最長定年年

齢）まで所得を補償する福利厚生制度

• 休職者を救済するという観点だけではなく、従業員が安心して働ける環境づくりの一環として導入が進んでいる

• 1,000名以上の企業の約20%が導入*
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50%

有
給
休
暇
等

健
康
時
の
月
収

健康保険

傷病手当金
標準報酬月額

の2/3
18か月

収入の減少・途絶

▲

就業障害発生
▲

退職
▲

定年

有
給
休
暇
等

健康保険

傷病手当金
標準報酬月額

の2/3
18か月

健
康
時
の
月
収

全員加入型

任意加入型

▲

就業障害発生
▲

退職
▲

定年

0%

100%

50%

*2020年当社顧客調査
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• 産休・育休や私傷病等による休業者の情報を一括管理できるクラウドサービス「ADVANTAGE HARMONY（アドバンテッジ ハーモ

ニー）」や、オンライン復職支援プログラム「eRework（イーリワーク）」を提供

就業障がい者支援事業

サービス内容｜ 両立支援事業
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• GLTDは米国において高い普及率と大きな市場規模を有する

• 米国の状況に鑑みて、日本の市場規模のさらなる成長・拡大が期待できる

就業障がい者支援事業

市場認識｜ LTD事業

*労働政策研究・研修機構「データブック国際労働比較2023」より試算
**保険会社へのヒアリングおよびニッセイ『福利厚生アンケート調査』報告書要約
***2023 U.S. Group Disability Market Survey (Milliman)より1ドル132円として試算

日本市場 （参考）米国市場

米国並みに成長すれば
7,000~7,500億円規模に拡大*

2022年市場規模***
約1兆6,760億円
普及率：約95%

当社取扱保険料 77億円
（手数料ベース11.7億円）

国内シェア 約20%

2022年市場規模** 
約400億円

普及率：約20%

現状の市場規模と
当社売上

ポテンシャル 現状
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• 国内の休業者数は増加傾向にあり、特にメンタル不調による休業者がいた事業所の割合は年々増加

• ADVANTAGE HARMONYが主要ターゲットとしている従業員1,000名以上の企業数は約4,000社あり、市場の拡大余地は大きい

就業障がい者支援事業

市場認識｜ 両立支援事業

*総務省・経済産業省「令和３年経済センサス-活動調査結果」
**総務省統計局「労働力調査（基本集計）2022年（令和4年）平均結果」
***厚生労働省「労働安全衛生調査（実態調査）」※2019年度はデータなし

6.7%

7.8%

8.8%

10.6%

2018 2020 2021 2022

（参考）メンタル不調により連続1か月以上
休業した労働者がいた事業所の割合の推移***

145 152
170 177

258

208 213

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

（参考）休業者数の推移**

(万人)

市場の拡大余地*

ADVANTAGE 

HARMONY
導入社数

92社
(FY24時点)

1,000名以上の
企業数*

1,000名以上の
顧客数 約8割

約4,000社

ポテンシャル 現状
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免責事項

本資料に含まれる計画、見通し、戦略その他の将来に関する記述は、本資料作成日時点におい

て当社が入手している情報および合理的であると判断している仮定に基づくものであり、さま

ざまなリスクおよび不確実性が内在しています。

そのため実際の業績などは、経営環境の変動などにより、当該記述と著しく異なる可能性があ

り、正確であるという保証はありません。

また、本資料に記載されている当社および当社グループ以外の情報は、一般に公知の情報に依

拠したものであり、情報の正確性などについて保証するものではありません。

その他、本資料に記載されている会社名、商品名等は、一般に各社の商標または登録商標です。
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